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 肯定    支持や同意を示しているもの。
例）人材育成の面からも意味のある活動だ。
 期待    良い結果や状態の予期を示しているもの。
例）互いのトップが指導力を発揮した論戦を期待したい。
 疑問    疑念を示しているもの。
例）国会議員としての誇り、自覚はあるのだろうか。
 助言    忠告・アドバイスしているもの。
例）失敗しても再チャレンジが可能な社会にすべきである。
 否定    反対を示しているもの。
例）事実なら、住民はとても安心して暮らせない。
























タセット 1 とデータセット 1から非メッセージカテゴリを除い
たデータセット 2 に対して、ナイーブベイズ法と最大エントロ




表 1 全体結果の比較 [%]
ナイーブベイズ法 最大エントロピー法
正解率 F値マクロ平均 正解率 F値マクロ平均
全、最 73.9(1000) 57.1(1000) 67.1(5) 19.5(5)
全、等 62.5(1000) 50.5(1000)
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